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8 月号（73-08）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 

◆特集◆ 新・元素物語 ホウ素 〈概説〉進化するホウ素化反応 

 

岩本	 紘明（いわもと	 ひろあき）  

北海道大学大学院総合化学院博士後期課程 

1. 神奈川県 

2. 神奈川県立平塚江南高校 

3. 2016年北海道大学大学院総合化学院修士課程修了 

4. 銅（I）触媒によるホウ素化反応，理論的な不斉ホスフィン配位子の設計法の開発 

5. これからの有機合成化学研究の発展 

6. 常に元気よく 

7. 『ヘミングウェイ短編集』 

8. ギター，野球 

9. 横浜DeNAベイスターズ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

伊藤	 肇（いとう	 はじめ）  

北海道大学大学院工学研究院教授 

1. 大阪府 

2. 大阪府立富田林高校 

3. 1996年京都大学大学院工学研究科博士課程修了 

4. 有機ホウ素化合物の合成，新有機材料開発 

7. 草薙龍瞬『反応しない練習─あらゆる悩みが消えていくブッダの超・合理的な「考え方」』

KADOKAWA／中経出版 

8. ぼーっとすること 
10. http://labs.eng.hokudai.ac.jp/labo/organoelement/ 

 

◆特集◆ 新・元素物語 ホウ素 〈Research Updates─Part 1：反応編〉 
ホウ素触媒でカルボン酸を自在に変換する！ 

 

堀部	 貴大（ほりべ	 たかひろ）  

名古屋大学高等研究院特任助教 
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1. 愛知県 

2. 愛知県立豊田西高等学校 

3. 2013年名古屋大学大学院工学研究科博士後期課程修了 

4. ホウ素触媒反応，一電子酸化反応 

5. 研究（学生），家族へのエフォート配分 

8. 釣り，筋トレ，映画鑑賞 
10. https://www.ishihara-lab.net/english/staff-members/takahiro-horibe/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

石原	 一彰（いしはら	 かずあき）  

名古屋大学大学院工学研究科教授 

1. 愛知県 

2. 私立滝高校 

3. 1991年名古屋大学大学院工学研究科応用化学専攻博士後期課程修了 

4. 酸塩基複合化学を基盤とする高機能触媒の合理的設計法の確立 

5. 「研究の流儀」を考えている。Website（https://www.ishihara-lab.net/japanese/座右の銘/）に公

開。 

6. 為せば成るではなく、為さねばならぬことを成せ。 

7. 「之を知る者は、之を好む者に如かず。之を好む者は、之を楽しむ者に如かず。」（「論

語」雍也第六の二十より）  

8. 巨樹を巡る旅 
10. https://www.ishihara-lab.net/ 

 

◆特集◆ 新・元素物語 ホウ素 
〈Research Updates─Part 1：反応編〉鈴木-宮浦カップリング 

 

大村	 智通（おおむら	 としみち）  

京都大学大学院工学研究科准教授 

1. 兵庫県 

2. 兵庫県立社高校 

3. 2001年北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了 

4. 常識を越える新反応の創出 

8. スポーツ観戦 
10. http://www.sbchem.kyoto-u.ac.jp/suginome-lab/jp/ 
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◆特集◆ 新・元素物語 ホウ素 
〈Research Updates─Part 2：機能編〉ホウ素化合物の構造化学 

 

田中	 直樹（たなか	 なおき）  

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所博士研究員 

1. 福岡県 

2. 埼玉県立所沢北高校 

3. 2018年東京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程修了 

4. ホウ素の空軌道の制御による機能発現 

5. 面白い分子とは何なのか 

6. 何事にも全力 
7. Walter Isaacson, “Steve Jobs” 

8. スポーツ観戦 

9. どのチームも大好きです 
10. http://orgreact.chem.nagoya-u.ac.jp/olddocs/Home.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

山口	 茂弘（やまぐち	 しげひろ）  

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所副拠点長・教授 

名古屋大学大学院理学研究科教授，名古屋大学物質科学国際研究センター長

（すべて兼任） 
 

3. 1997年京都大学大学院工学研究科博士後期課程中退，博士（工学） 

4. 典型元素化学，機能性 π電子系のデザインと応用 
 

◆特集◆ 新・元素物語 ホウ素 
〈Research Updates─Part 2：機能編〉医薬品におけるホウ素化合物の化学 

 

中村	 浩之（なかむら	 ひろゆき）  

東京工業大学科学技術創成研究院化学生命科学研究所教授 

1. 神戸市 

2. 兵庫県立神戸高校 

3. 1995年東北大学大学院理学研究科博士後期課程中退，博士（理学） 

4. 新規合成反応開発と生物活性化合物の創製，ホウ素の特性を活かした創薬研究，ケミカルバ

イオロジー的手法を駆使した生物活性機序の解明と制御，中性子捕捉療法，光音響診断 

5. 限られた時間を如何にして有効に使うか？ 今の自分が医療に貢献できることは何か？ 

6. 凡人は時間で稼げ！（父親の口癖だった） 
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8. アウトドア，テニス，ドライブ 

9. 阪神タイガース 
10. http://www.syn.res.titech.ac.jp 

 

●解説：磁石でつくる室温でも安定な世界最薄の有機分子膜 

 

山田	 豊和（やまだ	 とよかず）  

千葉大学大学院工学研究院，千葉大学分子キラリティーセンター准教授 

1. 兵庫県 

2. 学習院高等科 

3. 2004年ラドバウド大学ナイメーヘン（オランダ）博士後期課程修了，Ph.D，博士（理学） 

4. 走査トンネル顕微鏡による原子分子物性と表面磁性の研究 

5. 磁性・超伝導表面での原子・分子トポロジカル物性 

6. 不動山如 

8. 野球→自転車→ジョギング→テニス 

9. 阪急ブレーブス 
10. http://adv.chiba-u.jp/nano/yamada-upload/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

稲見	 栄一（いなみ	 えいいち）  

高知工科大学システム工学群准教授 

1. 奈良県 

2. 私立西大和学園高等学校 

3. 2005年大阪大学大学院工学研究科単位取得退学，博士（工学） 

4. 走査プローブ顕微鏡を活用した機能性ナノ材料の開発研究 

5. 顕微鏡の新しい可能性 

6. 好きこそ物の上手なれ 

8. ドライブ，自転車 
10. http://www.sceng.kochi-tech.ac.jp/e_inami/index.html 

 

●カガクへの視点 

 

栗山	 正光（くりやま	 まさみつ）  

首都大学東京学術情報基盤センター教授 
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1. 岐阜県 

2. 岐阜県立岐阜高校 

3. 筑波大学大学院情報メディア研究科満期退学 

4. 大学図書館を中心とした学術情報流通やオープンアクセスに関する研究 

7. 紀田順一郎『蔵書一代─なぜ蔵書は増え、そして散逸するのか』松籟社 

8. 読書 

9. 中日ドラゴンズ，オークランド・レイダーズ（NFL） 
 


